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1. 生活時間調査の課題
家計調査にくらべると生活時間調査は，その調査の歴
史も浅く，データの蓄積も少なく組織的ではない。しか
し生活行動を客観的に杷催し，それによって生活情造
を体系的に分析する資料iム家計データをおいては.生
活時間データのほかにはなL、。この2つのデータは.生
活情造やそれとni似の概念である家庭管理構造を，実証
的に研究してゆ くうえでの欠くべからざる基本的な 2大
綱IJ簡である。
生活時間調炎1)2)は.外国では，まず社会主義革命ι後
のソビエトによって実地された。 1924年. S.G.ストゥ
ル-リンが，モスクワの労働者にたいして大規模な生
活時間調公をおこなったが.これは，合理的な社会主義
計画経済の発展にとって必要な適正な労働時間を見出し.
労働時間に関する規制や際準をつくるために， 生活時間
のなかの労働時間に基本的な関心を置いて，各絡の職業
に従事する労働者の労働時間の実態を把催しようとした
ものであった.この調査の結果が. 1959年のプルデンス
キイの調査結果と比較され，第2次世界大戦を経た約3
分の l世紀におけるソビエト労働者の生活時間の変動が
うきぼりにされているのである。すなわち，この35年間
に，労働時filや家事長労働時聞が，約 1時間あまりI曽加し
ているにもかかわらず，これが自由時間の地加になって
あらわれず.i J.l物J.i待ちあわせJ.i通勤Jなどの時間
の附加によって吸収されてしまっていることが明らかに
なり.この事2たが政策の立案者に，いわゆる流通部門に
おける対策を検討させる刺激となるとともに，生活時間
の実態を把保するためのモニタリング制度の発足につな
がったといわれている。
アメリカで1;1. F.W.テイラーがいわゆる「科学的管
理法jの名のもとに.作業時間に関するきわめて鍛司f.'な研
究をおこなし¥これが産業界や学界を風廃したことはよ
〈鈎Iられている。 けれども，生活時間の全体的内容にわ
たる研究. すなわち本来の窓味での生活時間調奈 (これ
をタイム ・パセットTimeBudgetの研究と呼んでいる)
がおこなわれたのは. 1930年代にはいってからである.
1931年から33年にかけて，ニューヨーク州のウェチェス
ターの住民2，460人(内学生1，600人)を対象としたG.A.
ランドパーグらのi1日のうちの楽しかった時間 good 
time pa te rnsの調査jや， 1935年のポストンの成人176
人を対象とするハーバード大学のP.A.ソローキンとシ
カゴ大学のE.W.パージェスの生活時間.生活行動.行
動の動機，社会関係などにわたる側広い社会学的関心を
みたすための調査がおこなわれた。これらの調査は，生
活時間i凋1i.という新しい社会調去の領域をきりひらくも
のであり .ことに，ソローキンとパージェスの調貨では，
タイム，パゼγ トの研究のための基本的な概念椛成がお
こなわれたといわれているが，いまだ生活行動の分類方
法も不十分でー包括的ではなしまたサンプリングのn法
も元~ff:的で.調在禁の回収率も{低いという f未発達で\不
確かな凋在技術jの段階にとどま っていたと評されてい
る.しかし，被調査者 l人当りの調査察の数が.ランド
ノ〈ークらの調査では 3-7パゼット.またソローキンと
パージェスの調査では少くとも28パセ y トというぐあい
に，かなり調査密度の高かったことは.注目されるべき
点であろう。
生活時間調査の技法が，生活時間!に客観的に反映され
た生活行動を構造的に把握することの必然性という，い
わゆる社会問題意識によって支えられているものである
とするならば，ソビエトの生活時間調亮はすぐれて問題
意識的であったのにたいして，アメリカの社会学派の生
活時間調査はたんなる社会学的関心にとどまるという限
界があったようである。そして.このようなたんなる社
会学的関心から一歩すすんで.たとえば生活時間精進の
なかから「生活の質jというものをうきぼりにしようとい
???
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う社会問題意微から，生活時間調査に目がむけられるよ
うになるには. 1960年代まで待たねばならなかったので
ある。
2. 生活時間調査の問題点
わが国においても，生活時間調査における実績は，家
計調査にくらべると甚だ見劣りがするものの.それでも
なお，その箆要性に着目した一定の調査と研究の系絡を
たどることができる。
以下，わが国のこれまでの生活時間調査の系譜を，そ
の問題意識と調査技法とに焦点をあてて概観してみるこ
とにしよう。
1. 労働科学研究所ー労働省一労働科学研究所
の調査
(1) 労働科学研究所(戦前)の生活時間調査
わが国において，最初に組織的な生活時間調査をおこ
なったのは労働科学研究所である.労働科学研究所は，
昭和15年3月.厚生省労働局の委嘱をうけJ現代産業の
各分野に於て.極々佐賀を異にする作業に従事する労働
者の(適正な)賃金を決定Jする「一つの科学的基識を提
出Jすることを試みた。この報告曾li.翌16年厚生省に報
告書として提出されたが，そののち，同じものが「賃金
算定に関する労働科学的見解」という単行本として出版
きれている?
この研究は.r労働者の作業能力を維持し健康を保全す
る為には，彼の生活の l日に必要とする熱量を測定し，
この熱量を補給する為の食糧の性質を決定し.之に単拠
して労働力の保全を企て，従っては生活維持の為の賃金
の決定に資すべきである」という，いわゆる「エネルギ一
代謝学」を基礎理念として.必要な調査研究活動をくりひ
ろげたものである。すなわち，この報告笹によれば，こ
れまでの労働科学研究所の研究成果と当時の23名所貝を
動員して，約 600種にのぼる種々の具体的作業における
作業強度(エネルギ一代鰍率)を実測するとともに，作業
以外の労働者の l日の生活行動が必要とするエネルギ一
代謝E艇が推定された。また，この笑掴IJ作業と向時に，労
働者の l日のエネルギー必需量を算定するために.r作業
強度の測定された作業に従事する労務者の 1日24時間中
の生活時間の記録Jが，紛aに調3をされたのである。
これがおそらくわが国で最初に組織的に実施された生
活時間調査であるが，昭和15年2月から 8月(大部分は
4-6月)にかけて精密・工業(日本光学，日本電気，東京
芝浦也気).化学工業(日東紡).機械工業(東京芝浦電気，
理研，昭和飛行機， 日本車柄).盤工業(日鉄八幡製鉄所
( 2 ) 
所， 日本車綱 )および鉱山 (目立鉱山.~減炭抗)などか
ら，総計男子1.800.女子3001ごおよぶ 1人あたり 3-
7日聞の連続した生活時間記録が集められ，さらに東京
付近の中小工場の従業員男300.女200の生活時間記録簿
が迫力目された。
この生活時間調査は.就業時間中li.ストップ・ウ方
γチをもった調査貝が被調査者につき，被調査者の行動
を.作業分析の手法によって.分秒、の単位までi重次細大
もらさず記録するというf他計式jの方法をと っている。
とくに，ここで問題となったのは，作業中ある Iつの動
作から他の動作に移るまでの待機時間を.手持ち時間と
すべきか，あるいはまた断続的に動作するところの 1つ
の継続的作業とみなすべきかという問題であるが，これ
は，r原則的には30秒以内の動作聞の待機.J!Oち忠、っき'時
間は実働時間Jとみなし.作業の実状に応じた取りあっか
いをするという処置がとられている。就業時間以外の生
活時間は，つぎの図- 1にしめしたようなf時間調査表J
がつくられ，被調査者自身が記入する「自計式Jの方法が
とられた。
就業時間と生活時間は. 1日ごとに表ー1のような分類
項目にしたがって集計繋理されたが，これを鋭祭した結
果，つぎのよ うな事実が発見されたのである。
表- 1 労働科学研究所(戦前)の生，治時間分~(
生活必需時間
食事時間
身仕度時間
通勤時間
動 実 働
本業時間
勤務時間 務 時間 付帯作業時間
時 非実働 待ち時間間
時間 休息時間
休穏時間
自由時間
教養時間
余暇時間 家事用達時間
運動時間
その他の臨時時間
「何れの業種に於ても，睡眠の8時間に食事及ぴ身廻り
の2時間を加えた計10時間は，生活上必然的に欲求きれ
るところの時間である。次に通勤時間を 1時間，勤務時
間を 8時間とすれば，合計9時間が勤務のために必要な
時間である。今24時間から両者を差し引けば，残りの5
時間が余暇時間として自由に利用し得可き時間となる。
12時間勤務の場合には.余暇時聞は僅かに l時間に過ぎ
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時間調径五正
氏名 部署名仕事名 5 月 6 日泉 t ャ子 撰炭附
調型E
日
大 1 0年 5月生 勤続 2年 月 記入者
時刻
前5時
一時おl
前7時
時 ~J
前9時
時刻
①寝食
本人
図-1 労働科'手術究所の生活時間調ftEEのー部
ないことになる故，更に多くの余暇時間を得るためには
勢い睡眠時間を切り詰めたり.食事や身の廻りの時間を
減らすより他にないのであって..実上此の如き傾向が
宥取されたのである。而して.そこに種唱の無理や不合
理が生じ.その無理を補うもののーっとして，意識的或
は無意識的な不時の欠勤が現われるのであるd
そして，このような傾向は，より体力を消耗させる震
筋作業や精神的緊張を強〈要求されるような作業に著し
し戦時労働力の苛献な供出に.労働力保全という立場
からの強い警告を発したのである.さらに，このような
エネルギ一代謝と一日め生活時閉め組みあわせから算出
される必需エネルギー量(各種労務者の 1日の所要食需
貨とその献立)を確保することが時局下の緊急の課題で
あることを強調している。
(2) 篭山京1尊土の生活時間飼査・
労働科学研究所のこの研究は，当時この符.の問題に深
い関心を抱いていた篭山京博士の「問民生前の梅造Jに関
する研究を触発したにちがいない.篭山博士I:t.労働者
の l日の生活時間の配分を，労働，余暇，休養という形
で単純明快にシェーマ化し，このそれぞれのエネルギー
消費と補給との関係をaじ，かの4干名な 「労働者生活状
態の基本方程式的jを呈示された。このシェー71:t.， 労働
者の 1日の生活時間を徽紬に，またエネルギ一代謝を縦
触にして.労働者生活の精進をあきらかにしようとする
ものであった。われわれは，篭山博士のこのエネルギー
消費ー補給の関係乞いわゆる「ガス代謝JIこよって理解
することに困難を覚えるし，篭山博士もそれ以上の積極
的な論議をしておられないようである。
「国民生活の構造」では.むしろこの横紛のうえにある
労働.余暇，休養の時間的配分関係に務目したいわゆる
生活時間調査の結栄をもとにした論旨の展開がはかられ
ている。篭山博士は，京浜工業地宇野にある来製鋼工場の
男子労務者約270名を対象として，昭和16年9月6日から
23日までの18日間にわたる生活時間調査を自らの手で実
行された。この調査は.27の質問項目から鴻成きれてお
り.そのなかから生活時聞の過し方を知ることができよ
ヲに組みたてられている?たとえば，
11.質問 昨夜ハ何時頃寝床へ入リ?シタカ
答 「時J
12.質問i昨夜寝床へ入ルト直ニ眠リマシ夕方
答 「ハイJ rイイエJ
13.質問 昨夜寝床ニ入ッテ直ニ阪ラナカ γ夕方ハ何
時頃に服リマシタカ
答 「 時J
これらの質目項目にたいする回答は，被調査者ごとに
褒-2のように型車理され， ここから，
( 3 ) 
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l 労働時間l通勤時間 (家宿出発時刻よりて場到着
時刻IJ+工場退出時刻より家宿帰着時刻)+(工場始業
時刻J+工場就業時刻)
2 睡眠時間 就床時刻jより起床時刻l
3.余暇s;'ffot](起床時刻より家宿出発時五1])+(家宿帰
着時刻より就床時刻)
という分類集計がおこなわれているのである。
表-2 能山京博士の生活時間把tfI1法
1 工場終業時刻 (Q 3 ) 
2 工場退出時刻 (Q 4 
3 家信帰着時刻 (Q 6 ) 
4 就床時刻 (Q 11 ) 
5 就退時刻 (Q 13 ) 
6 組床時刻 (Q 18 ) 
7 家宿出発時刻 (Q 22 ) 
8 工場到着時刻 (Q 25 ) 
9 工場始業時刻 (Q 26 ) 
10 仕事の調子 (Q2，Q27) 
11 通勤時閣の内容 (Q5，Q24) 
12 余般の内容 (Q 9， Q 10 ) 
13 睡眠の内容 (Q 12ほか)
14 睡眠の効果 (Q 19ほか)
したがって，このような調査方法では，篭山博士自身
ものべておられるように，r調査が頗る大づかみて'あって，
例えl;r家を出発する以前の身仕皮の如きが，布の分類で
は余暇の中に入れられて居り.朝食，夕食の如き食事も
亦，余暇の中に組みいれられている。又，他方で休養に
は睡眠のみが入れてあって，実際に帰宅後積巨人休息した
ようなものが休養の中に入れられていないJということ
になる。しかし，篭山博士は， r身仕度，食事害事1;1:労働化
せる余暇と考え，後者の如き休息は休養化せる余暇と解
釈する事として，一応，労働，余暇，休養の配分」関係
を分析検討されることになるのである。
このような生活時間の調公方法1;1:，被調査者に面倒が
られやすい直接的な生活時間記録簿によることなし生
活時間の使い方に関する質問票による調査結呆から生活
時間を再織成するという巧妙な方法であったが，調査方
法自体が昔日l査結果の分析の枠を規定することになるとと
もに，概数申告になりがちである。したがって，そのの
ちの生活時間調査は，すべて生活時間記録によるのがつ
ねて1 この意味では篭山博上の生活時間の調傘方法は特
殊の地位を占めるようである。
生活時間i証の統計分析とともに，篭山博士は，家族全
体の生活時間の使い方に関する時間帝分析をも試みられ
ている?これは，ケース・スタディであるが，それだけ
(4 ) 
に.生活時間の記録も分析も精密ーとなっている。今日の
統計的な生活時間調査の記録は，すべて個人単位に集計
編成されて，家族相互の生活時聞のかかわりあいを検討
する余地が全くなくなっているが，篭山博士の「国民生
活のAの把握とA考慮とは，それを『家Jの生活として 『家J
を造り成している処の家族全体の生活の関連の中に抱え
なければならないJという主張は.君主計調査におけると同
様に，生活時間調査のなかにも生かされる必要がある。
(3) 労働省婦人少年局の生活時間鶴査
労働科学研究所の研究調査に触発された生活時間の研
究は，第 2次大戦中にも若干のものを数えることができ
るが.これが生活時間調査として， ーそう精密にかつ統
計的にも整備された形で復活したのは.昭和20年代の後
半に精力的な調査活動をくりひろげた婦人少年局の工場
労働者家族の生活時間調査である。
そのま議絡は，昭和25年3月に，京浜地帯にある 2つの
工場で働〈男女372名(集計人員)を対象として「男女労働
者並びに家庭婦人の生活時間情造における特質Jをあき
らかにするための 「婦人労働者並に労働者家庭婦人の工
場外生活時問調査jであった?この潟盗は，婦人労働者の
家事労働の実態をあき らかにするとともに，それが婦人
の労働能カの発展と再生産にどのような意味をもってい
るか，また主婦専業の労働者の家庭婦人の家事労働の実
態をあきらかにするとともに，それが婦人の職業への進
出や婦人の文化生活の向上をどのよ うな形で阻害してい
るか，さらにすすんで婦人労働者の家計補助的性格と男
女同一労働問-It2tにたいする考え万をあきらかにしよ
とするものであった。
この調査では，生活時間調査用紙 (その様式は明らか
ではない)と関連する質問票とが併用されたが，とくに注
目すべき点は，調査対象の選定に，職只工員別，男女別IJ，
年齢階層5]1j，子供の有無別などを考慮した層別任;q:抽出
法が採用され，層別分布を母集団のそれと一致させるよ
うな配!fがおこなわれている点である。このような階層
の必要適切な選定と階層ごとの比較は，生活時間調査の
結果の分析に欠〈べからざるものである。また，生活時
間の記録は，休日を含む3日聞がとられているが，これ
を分類整理するさいの方法論がかなり詳細に展開された
のちに，表-3にしめしたような生活時間分類が採用さ
れている。
この分類では，まず家計調査と生活時間調査の相似と
相違とが意識されている。すなわち，
「生活費調坐と生活時間調査では非常に似たところが
ある。何れも消費生活を問題としていることは同一であ
るし，同ーの生活行動は 2つの劉盆に現われるものが大
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表-3 労働省婦人少年!るの生活時間分知
主たる 工場内時間(勤理事)
収入の 収スのため 通勤時間
I ための 内臓
時 間 内 職畑作・家畜の世話
生層的
睡眠
再生存 食事 朝・昼・夕・間食
E のための 身仕度 身仕度・用便・入浴
時間
医療
炊事・後片づけ(朝・昼・夕〉
買物・貸出
家$労働 量産鎗・洗溜 ・婦除
皿の 家の修埋・まきわり
時間
授芋L・子供の相手
その他
運 動運動・散歩
学 佼学校中・通学
社 会的 続..新聞
W 文化的 教量産量2楽 .きもの・鍾味
生活時間 ラジオ ・娯楽
休息・鍾絞 休息・維談
その他 宗教・喫茶庖・のみ鼠・その他
部分である。例えば食事.入浴，映画， !売容.新聞，交
際，医療.交通など，多くの生活活動は両方の調査に現
われ.相互に結ぴついている。だからわれわれは生活時
間と生活費調査と閉じよ うな一一同一ですまなく一一項目
に分類することができる。(中略)
しかしながら.生活費と生活時間は呉質的なものをも
っている。その lは生活費調査では金銭をともなわない
生活活動はほとんどえられないが，後者では時間的に反
映できるすべての生活行動が記録されることである。第
2は生活費調王監では労働生活は消費生活が収入と支出に
分れ，消費生活の内容は相当賓1J明に知ることができるカ九
労働生活の方は単に収入としてしかとらえられないのに
対し，生活時間調査て・はこの2つを金一体として細部に
わたって明らかにできるJ
生活構造の全体像を明らかにするうえでの家計調査と
生活時間調盆との相補の関係については，われわれも少
しばかり治議した川ことがあるが.この調査でli，家計
調査が金銭もしくは物量にあらわれた労働力の再生産続
造を，主として消費生活面においてあきらかにしようと
するものであるのにたいし，生活時間調査は，時間的に
みた労働力の再生産の精進を労働と消費生活の全面にわ
たってとらえようとするものであるとしている.しかし，
われわれは，労働力の再生産情造というものを，生活時
間を紬としながらも，家計収支あるいは生活費のうらづ
( 5 ) 
けを伴わないような生活行為の時間的情迭を考えること
ができないから.もっと生活時間調査の結果と家計調査
の結果とを立体的にからみあわせて，労働力の再生産権
造をあきらかにしてゆく必要があると考えている。 しか
し，これについては改めて論ずる機会をもつことにしよ
? 0 
ともあれ.これまでみてきたような考え方にもとづい
て，労働省婦人少年局の生活時間調査Eでは，労働者の 1
日の生活時間を， r労働力を実証するJところの労働力を
販売することによって賃金を獲得する時間と，この獲得
された収入でもって， r労働過程において消耗せるエネル
ギーを補給し.労働力を社会的文化的に生産し.再生産
するJためにいとなまれる秘生活の時間とに大別され，こ
れがさらに，前者は， 1 勤務のための時間(a.所定の
労働時間 b所定の休恕時間 C.所定の拘束時間前後の入
門または出門までの時間) 2.通勤時間 3.従たる収入
のための時間に.また後者は. 1.生理的に再生産するため
の時間 2.家事労働のための時間 3社会的文化的生活
時間，J，というぐあいに細分されてゆくことになる。そし
て，このように「経済理論j的に生活時間を分類してゆく
ことが.これまでの勤務時間， 生活基本時間，家事時間.
自由時間という.いわば「常議的なJ生活時間の大53IJ方法
に代わるべきものとして強測されている。とくに，r自由
又は余暇時間という表現は，労働力の再生産と全然無関
係な時間.切り下げてもよい時間のように印象を与え勝
ちjであるとして，このような用語を使うことが回遊され
ている。たしかに.余暇とか自由時間という用語は.こ
れまであまりにも無限定に使われてきたし，その概念内
容をもっと厳密、に規定して使用せねばならなかったもの
で子あった。
このような生活時間調査の理念と方法1:1，そののちの
婦人少年局のr(大)工場労働者家族の生活Jならびに「中
小工場労働者家族の生活jに関する労働者家族の総合的
な生活の実態調査の一環としての生活時問調査にうけつ
がれ，その理念をーそう鮮明にしていった。たとえば，
褒ー 3にしめした 4つの生活時閉め大分類は.収入生活
時間と消費生活とに盤理されるとともに，分類内容も概
念的にーそう洗練きれている。
なお.この婦人少年局の生活時間調査に用いられた
「生活時閉鎖玉県票Jを例示しておこう(図-2)。この調
1J.~%は ， 3日分の生活時間を， 1枚の用紙に舎きこむよ
うになっている o 1行に 6時間l分の生活行動が記入さ
れることになるが，時間目'iの最小単位が5分となって
いるから， r 5分以内の小さなことがらがいくつもあると
きは.その中最も大きなことだらけjを書くように注芯:
-276- 社会福祉学
e 
伊j
図-2 労働省婦人少年局の生活時間調食察のー
部
容がつけられている.これによって.この系統に属する
生活時間の調査察の実際の姿を具体的に知ることができ
るであダう。
(4) 労働科学研究所(戦後)の生活時間調査
婦人少年局の「エ犠労働者家族の生活J調査における生
活時間関査は，戦後の労働科学研究所の関係者が調盗に
参画しており，生活時間調査の方法とくに生活時間分類
の基本的理念を.ともにっくり出したものとみられる。
労働科学研究所は，昭和35年と昭和45年の2回.かなり
大規模な工場労働者の生活時問調査を実施し，その生活
時間練造を詳細に分析しているが戸このときに採用され
た生活時間分類の原型は，すでに婦人少年局の工場労働
者家族の生活調査で確立されたものが採用されている。
つぎの表-4は，婦人少年局の昭和28年の「中小工業労
働者家族の生活j時間調査の生活時間分類(1.i:)と労働科
学研究所の昭和45年の工場労働者の生活時間調査の生活
時間分類基準を対比したものである。これによって， 時
代の推移をしめす若干の事項の修正と追加はあっても，
その原型がいづこにあるかは明白であろ う。
労働科学研究所の生活時間側査の調査の方法論上の貢
献は，むしろつぎの2点に要約されるであろう。
1 .まず第ーに.具体的な人間の生活時問機造は，す
ぐれて階級的歴史的かつ民族的なものであるという指摘
である.そして，とくに生活時間構造に影響を及ぼして
いるこれらの要因を，具体的につぎのように数えあげ，
これらを階層分類の指標としてとりあげ分析を加えてゆ
く必要性を強調している点である。
(1) 労働時間，労働機式などの労働のあり方の要因，
(6 ) 
表-4 婦人少年局(左)と労働科学研究所(右)
の生活時間分類
同・ー 陣"111
働 人出円休且・・・2長.11仕置
組 1 副櫨用慣・入俗・その他 IJIIIA世 α 
人
時 休息貧・・休息・鎗般
人
生 岡 崎随身仕置・用置圃・0 休.問問 't 
語 車
時
温働時圃 a島崎周 時
闘
車での・働時間 軍でのIIlfl 圃
円・
..担入時間 圃.・内・
e周t I III!(揮櫨} 睡眠 瞳't 
身*'・.，.【・。田〈・畢・タ・間食〉 食'"
町世活 ・仕置・踊一置・入lIi】
問
楠 It"'.。 3 綱
固m 体g8， 休息
時四 . 慣 犀. i・I • …圃】 軍医司区作事
生 炊.附づけ..且・俊緬・冊鯵
作集時間 圃帽・草田・m・まSわり・そ叩他 . の子M、
活 育児暗闇【贋乳目 F供申帽f.) 脅見.I! 〈学担内・・.) 字世
時 宜..晶 〈轟轟・・3修〉 運動
的a2FJ 時咽
化 粧. 厳蝿.・ -かきもの.，ジ. 6.圃礎
間 的 回4帳 みる闘機・する園祭そ由他 レタ'1，1-μ惨〆z f際・糊 畳際・圃礎
崎 市6.'1. .のみや t由也 時'閉圃t 
" を由他 ..・記入・その他
組合高島 社主的眉・
すなわち交替制，労働強度，作業テンポ，作業環境など
(2) 労働者の入手しうる生活資料の質と量.すなわち
生活様式の変化
(3) 所得の大きさ
(4) 気候的地理的条件
(5) 宗教の影響
(6) 性
(7) 年齢
(8) 学歴，育ちのちがいなど
これらの指摘された要因は，いまだ体系的に監理され
ておらず，かつまた飼査の結果の分析と有機的に結びつ
けられているとはいえなかったが，少なくともこれらの
要因が生活時間構造にあたえている作用を，金動・交替
制jなどの勤務形態，被調査者の性.年齢，学歴，耐久消
費財の所有関係，居住形態などの階層指標にもとづいた
多角的な分析をくりひろげていることである。
2 つぎに「生活時間調査集計方法基準J'町(1971，.8 ) 
をつくり，生活時間の分類集計上の統ーをはかつている
ことである。 これは. それぞれの分類項目に組みいれら
れるべき生活行動を共体的に規定するとともに，疑問の
ある行動を統一的に処理する基準となるものである。た
とえば，生活時間宮崎査でつねに問題となる同時に 2つ以
上の行動をする場合のいわゆる「ながら時間Jの処理を，
この基準ではつぎのよ うに定めている。
(1) 組合わせ行動の場合
多国・渡辺:生活時問視公の問題点
① いずれかをとる場合
たとえば，つぎのような組合わせのときはOで閥んだ
ほうをとる.
テレビ C!.tF~⑥ @) 坦
~0 子供の相手 雑談 ⑨胆〉
② 2分する場合
たとえば，炊事と洗濯.育児と洗濯
③一部推計する場合
「新聞とテレビと食事Jのときは.前日や翌日などから
食事を推計し.残りをテレビと新聞にいれる。
(2) 移動時間の場合
途中でどこかへ立寄った場合には，つぎのよ うに処理
する。
出動日 ????? ? ? ?
休日
時今 -- I~ ~I -- I~ ~I --ρ 自宅
、、買物 ~映画'
しかしながら， うえのような「ながら行動J時間の処理
の仕方1;1.依然として問題をのこしている.後述の日本
放送協会の生活時間調査では，この間時行動時間を二兎
に集計しているが，それでも決してこの問題は解決しな
し、。
このように，箸干の問題点はのこしてはいるものの，
この系絡を継ぐ生活時間調査は.すぐれて問題意識的で
あり，調査の方法からみても.かなり洗練されたスタイ
ルを築きあげてきている。
2. 日本放送協会の国民生活時間調査
昭和16年から17年にかけて， 日本放送協会はJ国民の
主なる層の一日の生活が時閉めよから見るとき如何なる
ものかを実地に調査し.業務生活，余暇生活的実情並に
これら諸生活相互間の時間的関係Jをあきらかにすると
ともに.r放送番組企画編成の基礎資料を得る と共に.広
〈国民の厚生，国民文化の向上等を図る各腕計l到の樹立
や各種施設の運用を各層の実生活に照して有効.適切な
らしめるに必袈な資料を提供Jしようというという壮大
な意図のもとに.金問860地区25.800世帯?と485戦場の
26，710人を調先対象とする，きわめて大がかりな生活時
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問調査を実施した少調査の立案には当時の戸田点三東大
教綬および林忠海助教授があたり，内務，陸軍，海mな
らびに関係都道府県・市町村の緩助協力をうけている。
この調査では，四季の各季節ごとに特定の月の20日間
のうちの 1日を選ひ i彼調査が行った行為を.ro制民j
f食事Jr従業Jr家事Jr娯楽j等10数種の記入用語を以て
表示きせると共に，自分の住居に於て行ったか，それ以
外に於て行ったかを，一定の符号を十分間~Jみの時刻表
に記入することに依って.J生活の時間的記録を作成させ
るようにしている。その「記入用語」は，つぎの表-5に
しめしたとおりであるが.rその軌れにも当面長めにくい行
為はそのまま具体的に記入Jさせるとともに，集計のさい
には「具体的に記入された行為のうち記入用語に依る型車
理の困難なるものは.r:lt他Jとしている。
表-5 日本政送協会の生活時間調査の行動分頬
(昭和16年)
配人用儒 紀人用諸民当lIltる行為
(1)睡 眠 床医入勺たときから床を圏直れたときまで
(2)貴 11 .同宣・皇賞タ宜などを貴べるιと
(3)身ノ鋸り 曹.へ.fK.画‘縄妻、結襲、化笹.身仕度'.どをするιと
(.)人 尚 昆自民入る ζと、行水を使うιと
m休 息 骨休め、鎗麟‘食事以舛の歓童、昼寝などをする ζと
(0)過 動 住居世出て勤先Kつ〈 まで.働先を出て住居ICつ〈 まで
(7)従 .， I目先の仕事~する ι と
(8)内 " 本車以舛の仕事告内・としてする己と
(g)軍 事 炊家唱庭匹、続濯、帰除、子供の世話、慣物、家墨田予伝い、や自分のιとについての用線'.どをする
ω針仕事 家臨周の.組、編物、絹ひ'.どをするιと
11勉 強 青と、年m学hー俊のやよ夜う間な学.使mのK俊'.章るを色受のけをた習りい予K習行や〈慣E習と~す"Q(
。埠教 費 斬聞.舗11;.・物'.どをft{tc.と、ラ ジ方ニふ ース、lIdーなどを瞳〈己と
u・ 味 生花、予古室、菅豪、俳句・'湿のようなにし担み1<なるものを帽 したり.習いは行〈 ιと
同銀 司陸
鳳将棋芝.カる仏慣埠.レコード. ラジオ横芸'. ど~.覗 ut
ιと、 底、演芸‘映画.週動.鎮，..ど.~見物するζと
同連
a同 散拶、・S眠、武道、野疎ot事その他の運動観t置などを
するιと
間交 際
っきめいのため1<.訪問、応僚、逃迎、会合などをする
ιと
。司公 郡 町会、隣組、在郷軍人会、青年凶.婦人会などのっとめやIliJHー するιと
すZι
このような方法は.種々さまざまな生活行為をその時
間的経過にしたがって.被調f住者自身の手で分類しながら
t'i理して.一定の緑地的な「記入用跨」で記録させるとい
う，調査裂の記入のうえからも，集計の使宜からいって
も.きわめて巧妙な手法である。しかしながら.このよ
うに，生活行為を分頬しながら記入させるという方法は，
主観的な被調交者の判断がまぎれこむことになり.これを
( 7 ) 
?第2伺(1 )きのうの朝、食事をした時間
l卓、何時何分から何時何分までで 1.前日から引き続いて起きて 第2問
しfこ古丞。 いた人には、(めをたずねる。 ( 3 )午前0時から、朝の食!:JIが終わる
1第2間の(1)で朝の食事をし
( 2 )きのう般がさめてから朝の食 はかった人iζは、第3問の までの聞は、どんな乙とをして、
事が終わるまでの聞は、どんな乙 (1)をたずね、 続いて第3問 時簡をお過ごしになりましたか。
とをして、時間をお過ごしに広り の(8)文は(5)をたずねる。 何時何分から何時何分まで、何を l
ましたか。何時何分から何時何分 したかを、できるだけくわしく、!
まで何をしたかを、できるだけ〈 おきかせ験います。
わしく、お聞かせ願います。
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定に人口，産業，地方による層化抽出法が採用されたこ
と.そしてまた調査員が「指定の面接日に調査相手個人
に面接しJ.一定の質問順序をしめした調査察をもとに「調
査相手の回答どおり面接艮が忠実に調査察に記入するJ
といういわゆる他計式が探周されていることであるア
図-3は，この調査の面接員用の質問票と調査票の一
部をしめしたものであるが，調査請需の最小時間間隔が15
分となっているから，この15分の時間帯に次のJ]Iの行動
がひきつづいて行われた場合には.rこの時間帯の中のあ
る時点を無作為に選ぴ，その時点で行われていた生活行
動を，その時間帯の生活行動として取扱Jうという方法
がとられている。たとえば，図-3で11時から11時15分
までの間の時刻を無作為に選ぴ，もし11時12分が選ばれ
たとしたら.11時12分にはテレビを見ていたのだから，
この15分間はテレビを見ていたものとしてとり扱うこと
になっている。これは，このf15分の時間帯で所要時間の
長い生活行動が取り上げられるのではなく，どの生活行
動も所要時間に比例して取り上げられることになる」と
いう理由に適正づくものである。これは.この15分という
必本単位の例数を数えて集計するという集計上の便宜か
日本放送協会の生活時間調査の調査察
一定の客観的な立場ーから訂正する余地を全くなくしてし
まう。また，被調査者の記入能力からみても.f記入用語J
の数は，これ以上ふやしたり複雑にすることは図雛で，
それが調査結果の分析の枠を決定することになる。より
客観的で精密な分析のためには，具体的な生活行為をそ
のまま記録させ，これを客観的な立場と応用可能な分析
の余地をのこしておくほうが，あるべき調査手法である
と思われる。
しかしながら，数万にのぼる生活時間デーダの蒐集は，
男女.年齢，有配偶，家庭の内外，戦業，地域.季節な
どによる多角的な統計的観察を可能とした。いまだ，サ
ンプリングの手法は導入されていなかったが，大数法RiJ
による分析には充分たえ うるデータが綾得されたし，ま
た時間量の測定だけではなく，時間帯の計測もおこなわ
れた。とれは，この調査本来の目的に量をするものであっ
図-3
( 8 ) 
fこ.
日本放送協会の生活時間調査は，戦後の昭和35年から
5年ごとに，戦前の生活時間調査と同様な椛想、と規模と
方法によって，継続的に実施されてきている。
とくに，調査内容が精密になったのは，調査対象の選
多田 ・渡辺 ・生前時間調交の問題点 -279-
7 :00 7: 15
行動B
15-a分
らくるものであるが.このよ うな考え方は理解するのが
かなり困難である。そののちの調査でもこのような15分
枠については1つの行動を採用するという仕万が踏襲さ
れているが，昭相45年の調査からは， f15分間すべてを
AとみなすかBとみなすかを.行動Aはa/15，行動Bは
15-a/15の確率で決定」するこ とにしている。
しかし.この問題の処理は.ニのような便宜的な方法を
とるよりも，むしろ時間目盛をt広大して， ~ド IIIに笑際の
行動時間をできるだけね?管に読みとるように工夫するの
が， 本金~のゆき ñではないだろうか。
また 2つの生活行動が同時に行われた場合には，こ
の時!日}にはf2つめ生活行動が行われていたjものとして
取りあっかわれているが，このような処理方法をとると.
二重行動の部分だけ生活時間が2倍(三重行動の場合に
は3倍)となり， 1日24時間という物理的限界をはみ出す
ことになる。これも，おそらく欣送番組編成資料として
の価値を優先したものとみられるが.一つの時間には一
つの行動が対応するという原則に立ちかえると.いわゆ
る「ながら行動Jそのものを 1つの行動とするか，あるい
はまた行動の優先順位をつけて，基本的行動と派生的行
動というぐあいに分類して，二重に分類してゆくかのい
ずれかの処置の万法が妥当である.分類項目を煩雑にし
ないという点から，われわれは後者の二軍分書Iiの方法を
すすめたい。さらに，この調査では，生活行動が記入さ
れていない時間帯は，無回答として処理されている。し
かし，これも， fその他jもしくは「不明」という項目によ
って24時間!という物理的枠組のつじつまを合わせたい。
日本放送協会の生活時間調貨は，被調査数12.000とい
う大規模な全図的調査であるから.男女，男女年骨骨，階
層，職業，学歴.地域，平日，・土・日限というかなり多
角的な階層指標による製表をおこなっている。しかし，
これらの階層指標相互のクロス集計がなく.とくに配偶
関係別の集計がないところから，他人の生活時間続造に
はあるf';U~接近し得たとしても，世帯の生活時間精進に
は殆ど接近しえない.われわれは，家計構造をあきらか
( 9 ) 
にする家計調査データが世帯を単位としているのと同線
に，生活時間調査データも個人をベースとしながらも世
帯を擬制しうる可能性を欲している。何故なら.世帯を
はなれた生活費の締i盆も生活時聞の梅造も宙にういたも
のだからである.家計調査データは，その発足の当初か
ら世帯単位の原則を堅持している。これに対して生活時
間調査のほうは，その発足の当初から個人単位の原員IJを
堅持してきている。生活の構造もしくは家庭管理の精進
の解明に関心をもつわれわれは，日本放送協会の継続的
にして膨大なデータの山を前にしながら，ただため息を
つくばかりである。
表-6 日本放送協会の生活時間調貨の行動分知
軍司区|軍・|草
酎け@
- .亘臥 1 ・ 暁
Itl fl 
直 園出
日本放送協会の生活時間調査の行動分額項目は， 表-
6 にみられるように，その発足当時から大幅な~更はな
い。しかし.いわゆる「ながらJになりやすい移動時間を
独立させたのは一つの見議である.また，昭和40年調査
から中分類項目をたてているが，実はこのように生活時
間の分頬J1i目を細分化してゆくことが，生活時!日1精進の
分析に欠〈べからざる条件となっているのである。
たとえば， 表ー7は「家庭婦人J(全国のいわゆる主婦専
業の婦人で都市居住l止併も農家世帯も込みに したもの)
の 1B予均の家事時間の推移をみたものである.この結
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表-7 家庭婦人の家事時間lの変化 一時.分一
平日 土曜 日 曜
昭和35年 7.1 2 6.4 3 
40年 7.07 7.09 6. 1 3 
4 5年 7.59 7. 4 2 6.32 
4 8年 7.48 7.30 6.32 
5 0年 7.47 7.4 5 6.42 
果によると.一般的にみていわゆる高度経済成長期にお
ける家事労働節約的な大量の生活用品(インスタント食
品.レディメード製品， それに耐久消費財など)の家庭
内への流入がみられるにもかかわらず.質的にはともあ
れ， r家庭婦人Jの平自の家事労働時間は，経済成長政策
の初期である昭和35年くらべて増加・停滞の傾向をしめ
している.最近における主婦の家事労働の軽減という一
見常識に反した傾向は，一体どのように理解したらよい
のであろうか。そこで，この現象にたいする稜々の解
釈門たとえば家事は主婦の仕事，家事は主婦の存在理由，
家事の質的変化，家事の余暇化などといった筏々の解釈
が示唆されるのであるが，このデータだけでは，どのよ
うな解釈が妥当であるのか，笑証することはできない。こ
の実証のためには，家事労働の質的内容をあらわすよう
な行動分類，しかもできるだけ細目にわたる分類が必婆
となる。したがって，生活時聞の精進を分析するために
は.要因の分析を許すようなできるだけ詳細な生活時間
分績と階層わけが欠く べからざるものである。日本放送
協会の生活時間調査では，昭和40年度の調査から，ある
ノモ.. .の.. 
'‘ 
特定項目 (たとえば，家事 ・レジャー活動・その他)に
中分類を採用しているが，それはおそらくこのような要
求にこたえるためであろう。
3. 総理府統計局の労働力特別調査一一社会生
活基本調査
昭和48年10月に，総理府統計局は「国民のふだんの就
業や不就業の状態とともに， 1日のうちの就業時間のみ
ならず，すべての行動時間を翻王監し，就業に関係ある行
動が金生活時間という観点の中で，直接文は間接的占め
る位置を，また，就業の状態が他の生活にどのように最長
響しているかを明らかにするため」に，労働力調査の特別
鯛査として生活時間調査を実施したアそののち，この調
査は毎年くりかえされているが，昭和51年からは，r社会
生活基本調査Jとして，同様な趣旨で一層規模を拡大して
笑施されている。
労働力特別調査は，労働力調査の対象となった世帯か
ら全国で約28∞0世幣， 約72，000人， また社会生活基本
調査li，全国の国勢調査区から選定された約76，∞0世帯.
約254 ， 000人を， 調査対象とするマクロ的な調査であ~ ， 
いずれも総理量府統計局の調査機構を通じて企画実施され
ている。
この 2種類の生活時間調査は，戦前の日本放送協会の
生活時間調査のよ うに，あらかじめ記入該当項目とそれ
にあてはまる生活行動を例示しておき，図-4に例示し
たような閥変築の行動の種類ごとに横にひかれた時間的
経過をしめす点線上に，実際行為した行動と時間とを実
線であらわすように設計されている。この概査察への実
線の記入は被調査者自身がおこなういわゆる自計式をと
Sit2・.'. 
図-4 社会生活法ノド調査の生前日与問調1i:禁の一昔1
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っているが，生活行為ごとの時間の集計は.統計局がお
こなうことになっている(右端の生活時間記入欄)。いう
までもないことであろうが.これらの行為を記入する時
間の最小目盛は. 10分単位までしか読みとることができ
ないから.10分以内の生活行動がネグレクトされるとい
う危険性をはらんでいる.また，すでに指摘しているよ
うに，被潟"1i者自身の判断によって行動分類をさせるとい
う問題点も，そのままのこされているのである.
しかしながら，国民的な鋭校での生活時間の笑惣を，
文字どおり 7 クロ的に把tがするという点では.その捌王監
脱線からみても.調査の継続の可能性からみても.われ
われの探究心をそそる数多くの実態をしめすデータを，
これらの調査は日本放送協会の生活時間調査とともに，
われわれに提供してくれている。たとえば.社会生活基
本調査の特別集計は，われわれの待ち望んでいた世帯の
収入と生活時間の関係をしめす統計表さえ，呈示してい
るのである?したがって，われわれは，マクロ領域での
生活時間の実態の解明はこれらの調査にゆずることにし
て.もっと生活主体の生活時間続造に密着したいわばミ
クロ的な生活時間調査の開発に期待をかけなければなら
ないのである。
表-8 労働力特別]，f，j税と社会生活)，~本調伐の生
if;行動分灯l
労.力持別綱貴 社会空精華，..J・4電
1蝿 E
Z札副・身仕壇
量'・入浴
S軍司匹・宵児.1'1鞠
4通勤・通学
その他の移動
L国民 l
Z身のまわりの用事} 窮 l訳語働
a食 事J(生押的必fl.ih動〕
4京事・育児
5 1'1物
6. ..動・通学
7 その他の移動}都Z次活動
ClU略的行動〉?。 。
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?
?
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? ?? ?
?
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?
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? ?? ?? ?
?
?
? ?
??????
?
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9勉強・研究
?
?
?
??
?
?
?????
?? ? ?????
???? ??? ??
???
???
?ー?
??
?
?
?
??
?
?
uその他l費診 ・樫瞳
'の行動 lそ の他
iIl3次活動
13穆 1的 1.活 動I(1/< 椴〉
ラジ~ . テレヒ
14 
軒間 縄 誌
1~ 体重・くつろぎ
16.喧 8 ・痕 聾
口 その他の行 動
4. 経済企画庁国民生活局の「生活時間に関する
実地調査」
国民生活審議会では.社会の福祉水準を指際化するた
.めに，社会指標の開発研究をすすめてきているが.f人々
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の福祉水織の向上は所得の増加のみによって達成される
ものではないという認識の高まりや，経済成長に伴う種
種の社会問題の発生を契機にして『生活の質(Qualityof 
Life )Jに対する関心が強まってきた」ことを背景にして，
生活時間の測定をすることが.この「生活の質」にせまる
一つの主要なアプローチであることを見出した。そして，
既存の生活時間調査，とくにNHK放送世論調査所の生
活時間調査の結来が，生活時間調査の国際比較に適せず，
かつまた fM.¥閉内における個人の生活行動の相互関連性
の視点に欠けるJという点から，東京工業大学の原芳男助
教段らに委嘱して，
1 .生活時間配分からみた生活の質の国際比較
2 家族の視点からの個人の生活時間の検当
をおこなうために.1972年に松山市で. 1973年に柏市
で，また1974年に神戸市で.独自の生活時間調査と研究
をおこない，報告瞥にまとめている?
この研究は，これまでの生活時間制査研究の問題点を
概観するとともに，調査視点，調査対象，調査方法，調
査結果の分析方法ならびに枠組などについて基本的な検
当をおこなったのち.具体的で詳細な調査結果を分析倹
討している。
そのなかから.生活時間調査の方法に|鈎する若干の示
唆をみてみることにしようア}
1 .まず，生活時聞の調査方法としては.(1)日記法，
(2)f昨日前療法J.(3)観祭法，の3つの純綴がある。日記
法というのは，微調査者自身に 1日の生活行動を一定の
標準的形式と記入例などをしめした記録燕(日記)に記録
させる方法て二昨日面接法というのは，関査の翌日に調
査員が被調交者に面接して昨日の行動をきさとり.調査
員自身が綱liJ再への記鉱をおこなう万法である。そして.
この日記法と昨日薗接法の併用がすすめられている。ま
た，往々にして，このような調査票は. 1自の行動も・し
くは.土・日B置を含む3日間の行動をとり倣うにすぎな
いが. この干垂の 1日行動と. 1週 1月 1季節. 1年
あるいは生涯に l度しかおこらないような生活行動をも
把濯できるような配慮をする必要性が，指摘されている。
2.生活行動は?古織的には日常的なものであるが，そ
の検Xfiはきわめて多も針金に富んでおり，これを質的にどの
ように分矧すれば適切であるか，また意味のある分類方
法であるかは.かなり検討を要する問題である。さらに.
調査ごとのあるいは地域や社会階層，もしくは国際比較
などを々織にいれると.r具体的な生活と結びっくような
完備した小分矧」を擁立しておく必要があり，このために
小分類項目につけられるコー ド番号の際湘化がのぞまれ
ている。また調査結果の有意味な表現や他の調盆結果と
????
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の比較検討のためには，この小分類による再集計の可能性
を保持しておくことが望ましい。
いわゆる「ながら行動」は，後調査量者の主観的な意見に
もとづいて.主たる行動(第1次行動)と従なる行動(第
2次行動以下)にわけ，それぞれ別勘定にすることがすす
められている。彼調査者自身が判別に迷うようなときに
は，ザライのつぎの規準をとるのがよいといわれている。
(1) 包含他の行動を含む行動を第 1次とする。
(例) 電車で通勤(1次)中に本を読む(2次)
(2) 継続 他の行動が断続的に行われている間.ずっ
と継続している行動を第1次とする。
(例) 家事作業中(1次)子供に目を配る(2次)
3.生活時間調査の目的は，各種の生活行動に配分さ
れた平均的な使用時間や時間帯の検討から一歩すすんで，
居住地域や社会隊層や調査時期によって「興った生活時
間の配分を生み出した理由を説明するjことである。その
第一歩として，生活時間配分に影響を及ぼしている年齢・
性別・人種・収入 ・学歴などの「被調査者の社会的属性
による分析Jをおこなうことの必要性が指摘されている。
4.さらに，生活時間調査のデータを利用した的確な
分析のためには，必要な理論的枠組をあらかじめ単備し
て，調査のなかで必要なデータを確保できるように配慮、
しておくことの必要性が指摘されている。たとえば.i生
活の質」の指標化に役立つようなこの種の情報としては，
R."?イヤーとJ.S.チェイピンの「多機性の指綴J.G.ベッ
カーとS.リンダーの「多忙性の指標J.D.リース?ンの「向
調性の指線」が教えられている。
これまでのべてきたような理論的検討ののちに，いわ
ゆる「生活の質」の国際比較を意図して，松山市で約2.000
人を対象とする生活時間調査が実施された(昭和47年)が.
このときに採用された生活行動分類は.i社会科学におけ
る研究 ・情報・協力ヨーロッパセンター EuropianCo・0ト
dination Center for Research and Documentation in 
Social ScienceJで12ヶ国の生活時間の国際比較溺査
(1964-6年)を指導したハンガリーのA.ザライの行動小
分頬(99分類)を若干削除して，利用された。その大分類
項目名は，表-9に，その2年後に実施された神戸市で
の調査の際の分顛項目と対比して示してあるが，これは.
ザライの行動分頬が.なおわが国の実情に応じて修正き
れなければならなかった事情を物括っている。このよう
に，ここでも生活時間調査の「行動分類コードJは.いま
だ確定されるところまて・至っていないという ことができ
る。
この生活時間時間調査の生活時間記録用紙は，生活i時
間調査としての本来のあるべき常織的な姿をしめしてい
る。調査察のスタイルに若干検討の余地があるが.いわ
ゆるミクロ的な生活時間調査の基本的なスタイルl;i.こ
れを手本にする必要があろう。
3. 生活時間調査の標準化
これまでみてきたように，わが国の生活時間調査は.
そのすぐれた問題意識にもとづく数多くの努力があるに
もかかわらず，いまだにその調査の技法とスタイルなら
びに分析方法， とくにこれによって生活構造そのものを
表-9 経済企丙庁の生活時間調奇怪の行動分~i
松山調査(昭和 47年) 小分類項目 神戸調査(昭和49年) 小分類項目
永続的な教育並びに職業訓練 10 自分のための教育 4 
労働時間並びに労働lζ関連する時間 10 労働ならびに労働に関する時間 10 
家事労働 10 家事労働 11 
子供の世話 10 子供の世話 6 
買物並びに各種サーピスのための外出 10 買物ならびに各種サービスのための外出 7 
移動および待ち時間 4 
個人的欲求・食事並びに団体活動への参加 9 個人的欲求・食事ならびにすいみん 8 
市民的活動並びに団体活動への参加 9 市民活動・団体活動への参加 4 
見物・鍛楽・交際 10 見物・娯楽・交際 9 
スポーツ並びに能動的レジャー 10 スポーツならびに能動的レジマー 11 
受動的レ ジ々一 10 受動的レジ守一 10 
特殊t，Jコード 2 
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すいみんの療、 ・諸にいた人は①「 ・人きり」をえらんで下きい.
_/"ー 並行していった行動(三次的行動)を忘れずK.乙のように杷入して 下昌い
週刊j能を '
よむ 1 .! ~l J後
行 動 言次~~ I I I I 9|叫十J』↑ 11 r I I I I I日 II I I 
出 通 ひ 唇
動準 と 上
{宜
の 欄 一次的 息 司 社
行動
備 動 -J 仕 守I 打 と 仕 事 外
〈 合 (J) 
せ t食z 
場所または移動 10 s s B s 8 / 
ー諸に い た人 2 8 8 8 8 / 
図-5 経済企部庁の生活時1lI訓有黙の一帯I1
解明してゆく手法が固ま ってきているとはいえないよう
である。
その理由の 1つは.時間1的配分にあらわれた生活行動
が，具体的な生活の形成すなわち生活構造とどのように
かかわりあっているかという理論的検討と，生活行動の
時間的配分の実態を客観的に把握することのできるよう
な調査技法の確立と，そしてまたこのような生活時間配
分の実態が生活の形成にどのようにあづかっているかと
いう要因分析の手法が楚備されていないからである。と
くに，生活時間配分の実態を客観点に把媛する傑準的な
調査技法の確立は.生活時間研究の要となるものである。
生活時間調査は，まず日々の生活行動の時間的記録を
正確かつ精密、にとることからはじまる。そしてこれを行
動類型別に分類集計して.適切な階層指標のもとに編成
すると L寸作業からなりたっている。この作業過程の一
部は，家計調査の場合と同じように，ある程度まで一定
の様式にしたがった標準化が可能であるように忠われる。
しかも，この標準化は，われわれが家計調査の場合に試
みた23)たように，最近非常に進歩してきているマイクロ・
コンビューターを利用したソフト ・ウエアの開発によっ
て，かなり手軽に高度の生活時間の標準的な集計編成作
(13) 
業を実行できるようになってきている。ことに，生活時
間の集計作業で，時間という60進法の換算作業過程で間
違いのおきやすい集計上の手間を，自動的に解決してく
れるという利点をもっている。
そして，このような生活時間記録の分類集計編成作業
の標準化によって.家計の記録と同じように生活時聞の
記録が手軽にえられ，生活の時間的構造の解明を志すい
ろいろな分野.とくに家庭管理の分野に普及し，活用さ
れることを期待している。
4. 生活時間の分類コード
家計の記録が家計簿に記帳されるのと同様に，生活行
動の時間的記録が生活時間調査票にできるだけ忠実かつ
精密に記録きれねばならないことは，いうまでもない。
この過程は単位行動ができるだけ小きな時間単位まで纏
得されるように工夫される必要があるが，それも調査自
における正硲な時間的経過にしたがって.客観的に単位
行動を記録してゆく際準形式を略立する以外に手はない
であろう。われわれは，経済企画庁が松山調査で設計し
たような基本形式を利用することをすすめたい。
問題は，この単位行動に{変われた時間を一定の項目に
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表-10 生活時間項目分類と分類 コー ド
項 目 lU 分類コード 具 体 的 fj 動 伊j 不
労
定 時 車b J! 8 職場で行う通常の賎業的労働
勤務時間 験場での勤務 5 験場での残業(3と特IC分けてある場合】
働 時間外勤務
その他の勤務 6 総場以外の場所での残業 持ち帰り仕事等
時 自営 ・ 経営時間 7 自家営業、農林水霞業経営
間 内臓・補助労働時間 8 自営、経営の手伝い、内総
調 盟 12 食事の準備 調痩加熱
炊 事
後 片 づ It 13 食l!3洗い、残飯整理
洗 湿 14 洗浄、乾燥、干す、とり入れ、アイロンかけ、整理
家 家
屋内の掃除 16 掃き掃除、ふき掃除、ふとんの上げ下ろし
事 事
婦 除
屋外の掃除 17 掃き掃除、水まき、草取り、とみ処理、洗車
労 時 商品の買い物
最寄品の買い物 20 食料品・日用雑貨品の買物
買い物 その他の買い物 21 耐久消費財の貿い物、書籍の鰐入
働 間 各種サーピス 22 市役所、区役所銀行、郵便局等への外出、修理等の依頼の為の外出
時 家 の 修 耳里 24 昼叡、壁、ふすま等の修理
修 E霊
その他の修恩 電気製品、家具、什器f~どの修康25 
関
重量 a量 26 縫い物、編み物.つくろいもの
望E 庭 管 理 27 家計簿記載、家庭経営K関するプラニング
その他の家事 28 家庭菜園、動値物の世話、ヤ ルースマンとの対応
乳幼児の 世話 30 授乳、おむつかえ等、 医学上の批話
~ 
学 薬指導 32 宿題や勉強の監督、けいζ事の指導
族 学童 ・学生の
学 校関係 33 PTA、授業参観、懇談会、入学式、卒業式等への出席
の 世 話
その他 34 遊び相手、 医学上の世話
倣
老働者の世 話 35 食事の倣話、入浴の世話、医学上の枇話
話
その他の家篠の倣話 36 要 ・夫の世話
授 業 39 高校生、大生量生、 予備校生の正規の授業
勉 学校教育時間
学 課 外 活 動 40 ヲラブ、サーヲル、委員会、生徒会
時 職業訓練時間 41 験業訓練所へ通 う、講習会、教習所、 仕事に関する講演会、講座への出席
間
家 庭 での勉学時間 42 勉強のために望書物を差是む、図書館等での勉学の時簡を含む
生 夜間の睡眠
45 通常のすいみん
理 睡眠時間 昼 間の睡眠 46 
深夜業勤務の場合、偶発的
的 昼寝 ・仮 眠 47 深夜業勤務での仮眠、昼寝
必 験 場 で の休 息 49 労働日における所定の休み時間、験場全体での休娘、勤務前後の時間
要 休息、 学校で の 休息 50 休み時間、放課
休懲時間
時 家 庭 での 休息 51 自宅内の休息
間 その他の場所での休息 52 自宅外(49.50を除く)での休恕(例〉喫茶倍、公園
(14) 
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表-10 生活時間期日分矧と分頬コード(つづき)
具体的行船例示自 分額コード
食事時間
，a織での食事
学綬での食事
家庭での食事
その他の場所での食事
54 I除勧での食事
55 I学佼での食事
56 I自宅内での食寧
57 I自宅外{“おを除く)での食車、{例)食堂、レストラン、野外
59 I働みがきを含む、洗顔、化盤、獲の乾燥、トル
6o I公然浴場、自家風呂、竹ナ、制での入浴
61 I床面言、美容院へ行く
身仕度、トイレ
教 : I創転手
受|日出ヰ
;|続ιヰ
???????
洗顔・化位
入
散
浴
量E
62 I身のまわりの衛生、身じたく、着がえ、トイレ
64 I開時間
65 I病院・医院での待ち時間
診察時間
待ち時間
70 
社
養
煩
保健、
理容時間
医療時閣
その他の~l!量的必要時間 66 ぼんやりしている、は勺きりし1，4い個人的行動等
A :zx 
駐ー
?
?
?
?
?
79 
80 
82 
?
?
?
?
?
?
?
種々のスポーッ、ハイキ Jグ、サイ ヲリング、散歩
手芸72 
73 工作、彫刻、写真、楽B演奏、絵画、園芸
茶、花、糾題、図替、・道、楽B
パチンコ、マージャーへトラ Jプ、囲蒼等をする
テレビを見る
ラジオ、レコード、テープを刷〈
映画、演劇、コンサート、オペラ、美術館、情物館、スポーツ見物、鏡馬、祭、市
新聞を鋭む
量霊能、小冊子、定期刊行物を鋭む
日記、手紙を書く、考え暗躍をする、仕事に関係のI~い講演会への出席
家族との団らん‘電話で話した場合色合む
君臨額との交際、電源で認した鋤合色合む
会話、
交際時間
i5!: 
観
lIi. 
積
?
?
?
通勤時簡
通学時間
その他の移動時間
時 筒ち
的
時
88 I友人・知人との交際、電認で話した場合色合むその他の交際時間
社会的 | 団体活動
l活動時間 | 冠婚邦祭
宗教的活動時間
9o I党派や組合のメ 〆ーと しての活動への参加、無償奉仕活動、市民活動
9 I I踊葬祭への出席・蜘
92 宗教的組織への参加、宗教的活動
94 
95 
?
????
99 
????
間
不
合
制
2十
通勤時間、待ち時間色合む
通学時間、待ち時間色合む
94.95以外の移動時間、民省、役所へ行く等
65.94 . 95 以外の待ち時間、 行~J~事
分績不能の時間
(15) 
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b.タイトル・ネーム作成プログラム
以下，この順序で説明を加えてゆくことにしよう。
この実験に利用した計算装置は，つぎのとおりである。
入力装置 光学マーク読取機 (FACOM 6353M) 
中央処理装置 FACOM-Mate 1 (32KW) 
出力装置 タイプライター装置 (FACOM 807A) 
なお，このプログラムの開発には，大阪電気通信大学
卒業生，北田緋一氏の協力をえた。
1. データの入力形式
われわれが利用したコンビューターの入力装置は.55 
欄のマーク・カードであるので. 1つの生活行動に10欄
を使い，前の5欄で分類コード番号(最初の2欄で第 1次
行動，つぎの 2欄で第 2次行動をマークし.最後の 5欄
目は階層指様をマークするための予備)をマークし，後の
5欄でlつの生活行動の笑時間数をマークするように設
計している(図-6)。
データ ・インプット ・カード
分類集計するための分納コード番号に変換する必要があ
ることである。分類項目がわずかしかないときには，こ
の手つづきは省略することができるが.少くとも生活時
間情迭の分析にたえうるデータを手にいれるためには.
数 1・JfiElに及ぶ分類作業が必要て二この分類コードに変
換するという作業が欠くべからざるものとなる。表ー10
は，これまでのわが閣の生活時間調査の分類項目を一々
検討するとともに， 日常生活上おこりうるあらゆる生活
行動の可能性を考えて.それらを包括するような生活行
動のの体系的分類をぷみ.それらをコード番号化したも
図-6
のである。
分類コード番号がii!iし需号になっていないのは，分類
製表されたデータの出力のさいに.小項目のみならず.
その上位にある大 ・中項目での集計結果を出力させるた
めである。また.コード番号の総数が99'こ押えられてい
コード番号の入力を 2桁にしたいためである。
マーク・カードはパンチ・カードのように苦手孔機を必
要とせず，鉛fiとカードがあればどこでも入力カー ドを
作ることができる し.誤記も消ゴムで容易に訂正でき，
指定どおりにマークすれば読取装遣による際競もほとん
どないので，小規桜な入力には推奨できる方法である。
ただし. つぎの約束だけは必ず守らねばならない。
1. 1行動に10欄使い.最初の2欄は第 1次行動のコ
ード番号，つぎの2欄は第 2次行動のコード番号 (該当
のものがなければ空欄でよい)を7 ークする。2相場のコー
ド番号のうち.最初の 1欄は10位の数，つぎの欄は l位
の数をあらわしているから，コー ド番号がl桁の数の場
合(1位の数しかない場合)は.最初の欄を空欄にする。そ
の行動の時間数は，何時間何分をそのまま小数点を打つ
( 16) 
るのは，
生活時間分類製表プログラム
生活時間調査察に記入されている具体的行動が.どの
分知コード番号に属しているかがわか り，その時聞が確
定すると.このコード番号と時間データを.入力カード
(あるいはそのほかの入力媒体)でコンビューターに入力
すると，分類・集計 ・製表プログラムによって.一定の
形式で集計結果を出力させることができる。
このためには，つぎの予つづきをふまねばならない。
1 .入力形式の指定
2 .出力形式の決定
3 入出力を結合するプログラムの指定
a.分類集計編成プログラム
5. 
てあらわす。たとえば， 2時間5分は， 2.05というぐあ
いにする。したがって 5欄あれば 1分以上のどんな
時間をもあらわすことができるが，この時間数は， 10欄
のうちの後半の5榔のどこへ7 ークしてもよい (計算機
の約束で，小数点の入ったところを時間と読む。したが
って.行動時間が3分のときは， 0.03とマークする必要
がある)。
2. 55{閣のうち 1つの行動に10欄使うから，最後の5
欄には何も脅かなくてもよい。
3 最後のカードの第 1次行動の分類コード繊jに何も
舎かれていないか oと番かれていれば，これをデータ
の終りと判定するから，データの記入は前につめて途中
でとばさないようにする。また，最後の欄までデータが
つまっているときには，最後にプランク・カードをいれ
ると，これをデータの終りと判定する。この判定は第 1
次行動をあらわす 2欄がゼロか.何も舎かれていないこ
とでおこなわれるので，もし.途中で時間iデータがない
ところができたら，無害な時間データ0.0をいれて.任意
の第 l次行動分類コード番号をつければよい。
4.カードの最大枚数は1，000枚(データ数5.000個)と
して設計されている。
5.入力データのリストをとることができるように設
計されているから.必要に応じて入力順にデータの照合
をおこなうことができる。
生活時間の分類集計結果の出力形式
表ー10にしめしたような生活時間の分類方式にしたが
った生活時間の分類集計結梁の出力形式は，たとえばつ
ぎの表ー1のようになる。この出カ形式は， とりあえず
ある l人の個人の生活時間，もしくは少人数のグループ
の総生活時間盆の分類集計製表を想定して，設計してあ
る。各生活行動に対応する 27IJ分の生活時間世(何時間
何分単位で表現するとともに， 24時間の構成比率をしめ
している)のうち，前の 1列分は第 1次行動で，後のl列
分は第2次行動である。 1日の生活時間の合計は24時間
であるから， NO.99の合計欄はこれを照合するのに役立つ
し，この集計表の最初の部分にあるデータ・リストも，
照合の1更をはかつている。このデータ・リストは最初の
2列が第1次行動のコード番号，つぎの2?iIJが第2次行
動のコード番号，そのつぎの小数点のはいった列がこの
行動の時間盆(何時間何分単位で表現している)をあらわ
している。
入力データをこのような形式に加工するには，つぎの
2つのプログラムを必要とする。
分類集計編成用プログラム
タイトル ・ネーム作成プログラム
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3. 入出力を結合するプログラムの指定
a. 分類集計編成プログラム
ランダムにとられた生活時間データを表ー10にしめし
たようなコード番号順に集計して並べかえ，これを順次
出カさせるプログラムは，表-12のようになる。このプ
ログラムは.同時にそれぞれの生活時間につけられた名
泊可(タイトル ・ネーム)を.相当する位置に出カさせるe:
式を含んでいるから，かなり複維になっているが，分鰍
m計作業そのものは，それほど高度のものではない。
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プログラムは倍精度フォートランによって組まれてい
る。しかし.このプログラムを利用して.実際の分類集
計作業をおこなうには，プログラムの内容を理解するこ
とよりも.コンピューターを操作する手順をマスターし
ておくことが必要でーあるので.この便宜のために.手持
の装置の像作手順をメモしておくことにしよう。
(1) プログラムおよびデータの読みこみ
a) マーク・カードの場合
1. [P L(イニシャル・プログラム・ローデイング)
2.光学マーク読取装置Eに.この分矧集計プログ
ラムとデータ ・カード ・デ yクをセットし， R EA 
DYランプを押す
3.タイプライターのリウエスト ・キイを押し，
|E X， D F 0 RT R A N， L. D /5復改|とタイプ・
インする。
b) カセット・テープの場合(すでにプログラムが
カセット・テープに登録されずいる場合)
1. [P L後， HA LTランプ点灯を確認し，シ
ステム・カセットを巻きもどす。
2.分額プログラムの入っているカセット(名前
T I ME)に交換し.READYにする。
3.データ・カードを光学マーク読取裟訟にセッ
トし. READYランプを仰す。
4 タイプライターのリクエスト ・キーを押し，
|LOAD T[ME復改|とタイプ・インする。
5. I.CT CHANGE !のメ ッセージのあと
スタート ・スイッチをONにする。
6 . ~'f~iJ'印字されると，I EX f!lial( Iとタイプ・
インする。
(2) プログラムがコンパイルされると.
現誕 DATA LlST YES=l NO=2 
'‘. 
と印字されるから，データ・リストをとる場合には
圧亙記とらなし、場合には区亙習とタイプ・インする。
(3) I原 質 CHANGE CASSETTE../PAU 
互Eという，.i."/セッージが送られてくると.生活時
間の名前をカナ文字て・3いた「タイトル・ネーム・カセ
ットJ(後述)と交換し. READYキイをいれ，タイプラ
イターのリクエスト ・キイ刊してから日互豆二
T IME復改|とタイプ・インしい CT CHAN 
互目というメバージができたら，スター 卜・スイ
yチをONにするすると，タイトル ・ネームのあとに
分類集計結栄が順次打ち出されてくる。
手持ちのタイプライター装遣の印字速度li， 1分間に
600字であるから. 1件あたりの処理時間は約30分間必要
(19) 
とするが，これは出力裳置のスピードをもっと高速化す
ることによって短縮することは可能である。
b. Yイトル・ネーム作成プログラム
タイトル・ネーム作成プログラムは，家計収支の分類
製表のプログラムを作成するときに作ったプログラムを
利用した。そのプログラムならびにタイトル・ネーム作
成手順は，本紀要前巻に掲載してあるから，それを参照
されたい:吋
6. 生活時間調査の標準化の展望
これまでのべてきた生活時間調査の標準化lム生活時
間調査の全体にわたるものではなしそのうちの分類・
集計・製表の機械化という手段による機構化である。生
活時間調査が，凋ft対象の選定一一例査禁の作成一一部j
傘内容の分類集計一一階層指標による制成一一要因分析
という一連の作業の全体であるとすれば.コンビュータ
ーの利用による分類集計製表作業は.その一部にすぎな
い。しかしながら，このようなーi阜の調査作業における
分鰍集計製表作業は.その 1つのかなめをなしており.
この標準化と簡便化は調査作業全体の標準化に寄与する
ものと恩われる。この研究では，個人もしくは少数の調
炎#例をとり抜う場合を想、定しているが，これを大訟の
データ処理に応用することは可能であるし.このような
共通の標準的な手法の普及によるデータの蓄積は， 分~i
m:十された結果を直後比較検討することを可能とし，凋
査結果の分析のF法の標準化の形成に苦干与するであろう。
しかし，このような機械操作になれるためには，若干
のt宜伸i的訓練を要求されるが.それは定位的なものであ
るので，容易に習熟の域に達することができるのであろう。
註および文献
1 )社会調弦研究所「生活時間に関する調査一一ー 悶際比
較と生活の'i'lJ.1973年 3月. 3 -4べ--，;
経済企画庁間民生活局国民生活必査ぷ: 生活時間
の徳造分析一一時間!の使われ)jと生活の質j大蔵'0
印刷局，昭和501r-.5べージ
2 ) Converse， P. E.，‘Time Budgets;' International 
Encyclopedia of the Social Science， Vol. [6， 
Macmillan， 1968， PP.42-47 
3) Robinson.， J.P.， and Converse， P. E.， "Social 
Change Reflected in the Use of Time;' Campbell， 
:¥.， and Converse， P.E.， ed. "The Human Meaning 
of Social Change;' Russel Sage Foundation. 
1972 
-290- 社会福祉学
Szala i.A.. "The Mu ltinational Comparative Time 
Budget Research Project;' American 8ehavioral 
Scientist. Dec. 1966 
4 )峰峻義等編:r賃金算定に関する労働科学的見解J.
労働科学研究所労働科学百著書第3冊.大阪屋被書庖.
昭和18年
5 )向上舎.62-63ページ
6 )篭山 京:r国民生活の格造J.長門屋舎房‘昭和18
年.80-101ページ
7 )質問票は，同上書.109-112ページにある。
8 )向上容.142-165ページ
9 )労働省婦人少年局:r婦人労働者並ひ'に労働者家庭婦
人の工場外生活時間調査報告書J.1950年7月
10)向上書.10-11ペ ジー
1)多国吉三:r家庭管理学の対象と領域についてJ.大
阪市立大学生活科学部紀要.第21巻，昭和48年
12)労働省婦人少年局:r工場労働者家族の生活一一 生
活状況と生活時間J.婦人関係シリーズ調査資料，
NO.8.昭和27年
労働省婦人少年局:r中小労働者家族の生活J.婦人
関係ンリーズ. No. 13.昭和29年
13)藤本 武，下山房雄.井上和衛:r日本の生活時間J.
労働科学鍛舎.20.労働科学研究所出版部，昭和40年
藤本 武編:r最近の生活時間と余暇J.労働科学叢
啓.35.労働科学研究所出版サービスセンター，日召
和49年
14)向 上:r日本の生活時間J.1 -8ベージ
15 )向 上:r最近の生活時間と余暇J.322-5ページ
16)日本放送協会:r国民生活時間調査，一般調査報告，
俸給生活者・工場労働者編J.昭和18年
17)日本放送協会:r国民生活時間調査J.昭和37年.3-
4ページ
18) NHK放送世論調査所:r臼本人の生活時間J. 1970 
日本放送出版協会，昭和46年.143ページ
19)総理府統計局 :r労働力特別調査報告書J.昭和48年
10月 1ページ
20)総理府統計局:r社会生活恭本調査報告J.概要縦，
昭和51年， 臼本統計協会，昭和53年
21)社会調査研究所・「生活時間に関する調査一一国際
比較と生活の質J.1973年
経済企画庁国民生活局国民生活調査課編 r生活時
間の構造分析一一一時間の使われ方と生活の質J.大
蔵省印刷局，昭和50年
22)向 上:r生活時間に関する調査J.10-24ページ
23)多田吉三: r家計収支の分類製表の機械化に関する
研究一一家計~理におけるミニ・コンビュターの活
用J.大阪市立大学生活科学部紀要，第27巻.1979年
251-265ページ
24)同前論文
(昭和55年1月13日受理)
Summary 
In this paper， we reviewed on the points at issue and the methods concerning time budget survey in Japan. Conse. 
quently we have reconstructed the time budget survey in the fo11owing four lineages. 
1. Time budget surveys of the Institute of Labour Science， Japan and the Labour Ministry， Japan， 
2. Time budget surveys of NHK (Japan 8roadcasting Corporation) 
3. Tim巴budgetsurveys of the Statistics Bureau of Prime Minister 0而ce，Japan. 
4. Time budget surveys of the Economic Planning Agency， Japan 
As a result ofour reexamination of each surveys according to these four Iineages， we have found that time budget 
survey was not standardized and it was not conv巴口ientto bring data in practice 
We designed for a standardized plan of time budget survey by micro computer system. First of a1. we have clasi. 
tied systematica11y each human behavior and transformed it into the item number of each behavior. Second， we have 
made a computing program by FORTRAN[D] at JIS 3000 level for c1assification， add up and tabulation on the behavior 
with time in time budget survey. The micro computer system of this study was used FACOM.mat巴 Isystem (32kw) 
It has been standardized the central part of tim巴budgetsurvey by reasons of some theoritical and technical devices. 
that is to arrange each behavior by common term， to read input data by optical mark card r巴ader，to add up by the 
sixtynary scale. to dobule expression for primary and s巴condarybehavior (namely for the overlapped behavior) and to 
tabulate a de日niteform， etc 
We expect that Popularization of this method makes easily to get standardized data of time budget and to promote 
time budget analysis. 
(20) 
